津軽氏とキリシタン─津軽為信のキリスト教への接近（1） by 木鎌 耕一郎









































































































































































































































































































































































































と東北大名』吉川弘文館 平成 10年「第一章 鷹
と東北大名」を参照。同書によると「信長は鷹































史図書社 昭和 46年 203頁）とある。


















































































































































































































































28） 上掲『新編弘前市史通史編 2（近世 1）』では，「信
建は「太閤に仕えた」人物であり，早くから上
方生活を送っていた。天正十八年（一五九〇）










































































31） 「フェルナン・ゲレイロ編 : 一六〇六，〇七年の
日本の諸事」『十六・七世紀イエズス会日本報































文書集に収められた 1607年 2月と同年 10月（つ
まり慶長 12年 1月頃と 8月頃）に作製された
目録が紹介されている。これによれば，2月には，




















法要日の記述から，前年の慶長 11年 10月 20
日や同年 12月 20日とする説（上掲『新編弘前



















































































































































































































































































































































































































































































町発行 平成 5年 96-103頁）
52） 上掲『弘前の藩（シリーズ藩物語）』18頁



































































































































































































































































































































































































































































































72） 松田毅一・川崎桃太訳 フロイス『日本史 5 五畿




































る。松田毅一・川崎桃太訳 フロイス『日本史 2 













36─    ─
八戸学院大学紀要　第 49号
叶えられる可能性が高まる。為信のキリスト教
接近には，様々な「動機」が複層的に絡み合っ
ていたであろうが，そのひとつに南部氏の「怨
霊」がもたらすであろう種々の災難から逃れた
いという希求があったと考えられる。
さらに，京都や大坂では，優れた効力が人々
の話題にのぼり，説教を受けようと思えばそれ
が叶う環境が整った状況下にあり，実際に多く
の武士や著名人が説教を聞き，洗礼を受けた。
宣教師も身分の高い人々の改宗に熱心であっ
た。このような時代状況が，為信のキリスト教
への接近を一層容易にしたのである。（以下次
号）
＊文献表は，次号に掲載する。
